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諸
葛
孔
明
は
後
世
の
『
三
国
志
演
義
』
な
ど
で
は
、
軍
師
と
し

て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
陳
寿
の
『
三
国
志
』
で

は
、
劉
備
の
謀
臣
と
し
て
、
さ
ら
に
は
蜀
漠
の
丞
相
と
し
て
叙
述

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
陳
寿
が
そ
の
評
の
末
尾
に
お
い
て

「
蓋
応
変
将
略
。
非
其
所
長
欺
。
」

と
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
本
領
が
政
治
の
部
分
に
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
陳
寿
の
叙
述
こ
そ
が
、
孔
明
の
実
像
に

近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
後
漠
末
の
混
乱
を
生
き
抜
き
、
三

国
鼎
立
の
時
代
に
あ
っ
て
、
そ
の
国
是
と
す
る
漠
王
朝
の
再
建
を

実
現
さ
す
た
め
に
は
、
戦
闘
は
不
可
避
で
あ
り
、
必
ず
し
も
人
材

に
恵
ま
れ
ぬ
蜀
漠
国
に
あ
っ
て
、
彼
が
常
に
軍
師
と
し
て
、
第
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ー
—
政
治
家
と
し
て
l

孔

明

一
線
に
出
て
活
躍
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
現
実
で
は
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
彼
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼

は
む
し
ろ
、
劉
備
の
爾
何
を
も
っ
て
任
じ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

、。

う
カ孔

明
が
自
ら
を
爾
何
に
比
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
書

い
た
の
は
、
私
の
あ
く
ま
で
推
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
陳

寿
の
「
諸
葛
亮
伝
」
評
に

「
可
謂
識
治
之
良
オ
。
管
癖
之
亜
匹
突
。
」

と
あ
り
、
同
じ
く
「
諸
葛
亮
伝
」
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
、
陳
寿

の
「
上
諸
葛
氏
集
表
」
に

「
亮
之
器
能
政
理
。
抑
亦
管
薙
之
亜
匹
也
。
」

と
見
え
る
こ
と
を
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
孔
明
の
政
治
家
と
し
て
の
側
面
を
、
彼
の

狩

野

五
八

禎



言
行
に
も
と
ず
き
、
或
い
は
他
の
同
時
代
の
人
々
と
の
比
較
を
し

な
が
ら
、
筆
を
進
め
て
い
き
た
い
。

孔
明
が
故
郷
の
狼
邪
を
去
っ
て
荊
州
の
隆
中
に
移
り
、
多
惑
の

青
年
期
を
迎
え
た
の
は
、
一
ー
ニ
世
紀
の
交
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

後
漠
王
朝
が
党
錮
の
獄
以
後
、
政
治
的
に
混
乱
を
き
わ
め
、
内
に

は
黄
巾
の
乱
を
頂
点
と
す
る
農
民
の
反
乱
が
あ
り
、
外
か
ら
は
烏

丸
・
鮮
卑
或
い
は
莞
族
の
侵
入
、
山
越
・
西
南
夷
の
動
き
も
活
発

に
な
り
、
四
百
年
続
い
た
漠
王
朝
の
減
亡
が
近
づ
い
て
き
て
い
る

こ
と
を
、
人
人
が
感
じ
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
初
平
元

（一九
0
)

年
に
、
董
卓
が
献
帝
を
擁
し
、
洛
陽
を
焼
き
払
っ
て
長

安
に
遷
都
し
た
こ
と
は
、
漠
朝
減
亡
の
決
定
的
な
事
件
と
し
て
、

多
く
の
人
の
目
に
映
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
現
実

に
対
応
し
、
中
国
世
界
を
ど
の
よ
う
に
尊
い
て
い
く
か
、
経
世
家

を
も
っ
て
任
じ
る
も
の
が
第
一
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
で

あ
る
。

諸

葛

孔

明

こ
の
時
に
先
ず
現
れ
て
き
た
の
が
、
長
安
へ
の
遷
都
に
よ
っ

て
、
後
漠
は
一
旦
減
ん
だ
と
見
、
同
じ
劉
姓
に
つ
な
が
る
も
の
を

推
し
立
て
て
、
漠
朝
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

翼
州
刺
史
韓
骸
、
渤
海
太
守
哀
紹
ら
は
白
羽
の
矢
を
幽
州
牧
の
劉

五
九

虞
に
立
て
た
。
彼
が
光
武
帝
の
子
、
東
海
王
恭
の
子
孫
で
あ
り
、

仁
政
を
な
し
て
敬
愛
の
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
劉
虞

は
こ
れ
を
辞
退
し
た
。
そ
の
理
由
を
劉
虞
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
今
天
下
崩
乱
。
主
上
蒙
塵
。
吾
被
重
恩
。
未
能
清
雪
国
恥
゜

諸
君
各
拠
州
郡
。
宜
共
勘
力
。
尽
心
王
室
。
反
造
逆
謀
。
以
相

垢
誤
邪
。
」

献
帝
に
代
っ
て
帝
位
に
即
く
の
は
、
逆
謀
と
み
な
し
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
衰
術
に
い
た
っ
て
は
、
自
ら
帝
位
に
即
こ
う
と
企

て
仲
氏
を
称
す
る
が
、
こ
れ
は
失
敗
し
（
一
九
七
年
）
、
「
ま
さ
に
帝

号
を
哀
紹
に
帰
せ
ん
」
と
し
て
、
追
中
に
て
病
を
発
し
て
死
ん

だ
。
斐
注
に
引
か
れ
た
『
魏
書
』
に
よ
る
と
、
こ
の
時
哀
術
が
哀

紹
に
言
っ
た
言
葉
の
中
に
、
後
漠
末
の
混
乱
を
周
末
の
戦
国
七
雄

の
時
代
に
比
定
し
、
哀
氏
受
命
に
対
し
て
は
す
で
に
符
瑞
の
あ
る

こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
哀
紹
は
「
陰
然
之
」
と
し
た
の
で

あ
る
。
衷
術
が
哀
朝
の
確
立
を
願
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し

か
も
哀
術
・
衷
尚
が
平
素
は
仲
が
良
く
な
か
っ
た
だ
け
に
、
哀
術

が
死
の
直
前
に
取
っ
た
行
動
に
は
、
か
え
っ
て
哀
朝
確
立
へ
の
執

念
が
惑
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
劉
虞
擁
立
の
動
き
や
衷
術
の
行
動
は
、
献

帝
を
廃
す
る
と
い
う
発
想
で
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
一
方

曹
操
の
謀
臣
荀
或
や
、
衷
紹
の
謀
臣
祖
授
の
考
え
方
は
、
む
し
ろ



献
帝
を
も
り
た
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
漠
朝
を
再
興
し
、
そ
の
下
で

自
己
の
勢
力
の
確
立
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

発
想
は
、
衷
術
が
仲
氏
を
称
す
る
前
々
年
（
一
九
写
）
の
こ
と
に
な

る
が
、
董
卓
が
殺
さ
れ
た
後
も
（
一
を
一
）
、
菫
卓
の
部
将
た
ち
の
下

に
捕
え
ら
れ
て
い
た
献
帝
が
脱
出
し
て
洛
陽
に
帰
っ
て
き
た
現
実

を
ふ
ま
え
て
出
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
荀
或
は
曹
操
に

「
…
…
自
天
子
播
越
。
将
軍
首
唱
義
兵
。
徒
以
山
東
擾
乱
。
未

能
遠
赴
関
右
。
然
猶
分
遣
将
帥
：
…
•
心
無
不
在
王
室
。
是
将
軍

匡
天
下
之
素
志
也
。
今
車
駕
旋
診
。
義
士
有
存
本
之
思
。
百
姓

感
旧
而
増
哀
。
誠
因
此
時
。
奉
主
上
以
従
民
望
。
大
順
也
。
…
…
」

と
言
っ
て
、
献
帝
を
迎
え
る
こ
と
が
民
望
に
従
う
こ
と
に
な
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
曹
操
が
荀
或
の
勧
め
を
採
用
し
、
献
帝
を
許
よ

り
迎
え
た
こ
と
が
、
曹
操
政
権
成
立
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。
孔
明
も
天
下
三
分
策
の
中
で
、

「
今
操
已
擁
百
万
之
衆
。
挟
天
子
而
令
諸
侯
。
此
誠
不
可
与
争

鋒。」

と
述
べ
て
い
る
。
荀
或
が
曹
操
に
献
帝
を
迎
え
る
様
勧
め
た
の
と

ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
祖
授
も
亦
た
哀
紹
に
次
の
よ
う
に
説
い
て
い

る。
「
将
軍
弱
冠
登
朝
。
則
播
名
海
内
。
値
廃
立
之
際
。
則
忠
義
會

発
。
単
騎
出
奔
。
則
菫
卓
懐
怖
。
済
河
而
北
。
則
勃
海
稽
首
。

諸

葛

孔

明

振
一
郡
之
卒
。
撮
糞
州
之
衆
。
威
震
河
朔
。
名
重
天
下
。
雖
黄

巾
猾
乱
。
黒
山
跛
塵
。
挙
軍
東
向
。
則
青
州
可
定
。
還
討
黒

山
。
則
張
燕
可
滅
。
回
衆
北
首
。
則
公
孫
必
喪
。
震
脅
戎
秋
゜

則
匈
奴
必
従
。
横
大
河
之
北
。
合
四
州
之
地
。
収
英
雄
之
オ
。

擁
百
万
之
衆
。
迎
大
駕
於
西
京
。
復
宗
廟
於
洛
邑
。
号
令
天

下
。
以
討
未
復
。
以
此
争
鋒
。
誰
能
敵
之
。
比
及
数
年
。
此
功

不
難
。
」

と
あ
っ
て
、
献
帝
を
迎
え
ん
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
紹
は
喜

ん
で
、「

此
吾
心
也
」

と
答
え
な
が
ら
、
結
局
そ
の
意
見
を
採
用
せ
ず
に
終
っ
た
。
斐
注

に
引
く
『
献
帝
伝
』
に
は
、
哀
紹
が
氾
授
の
勧
め
を
受
け
入
れ
な

か
っ
た
の
は
、
郭
図
・
淳
子
瑣
の
説
に
左
右
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

と
す
る
。
で
は
郭
図
ら
の
意
見
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

「
漠
室
陵
遅
。
為
日
久
突
。
今
欲
興
之
。
不
亦
難
乎
。
且
今
英

雄
拠
有
州
郡
。
衆
動
万
計
。
所
謂
秦
失
其
鹿
。
先
得
者
王
。
若

迎
天
子
以
自
近
。
動
諏
表
聞
。
従
之
則
権
軽
。
違
之
則
拒
命
。

非
計
之
善
者
也
」

こ
れ
は
す
で
に
漠
の
復
興
を
不
可
能
と
し
、
実
力
で
中
原
に
鹿
を

逐
う
べ
き
で
、
献
帝
を
迎
え
れ
ば
か
え
っ
て
自
由
な
行
動
の
妨
げ

に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
祖
授
は
重
ね
て
、

六
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諸

葛
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「
今
迎
朝
廷
至
義
也
。
又
於
時
宜
大
計
也
。
若
不
早
図
。
必
有

先
人
者
也
。
夫
権
不
失
機
。
功
在
速
捷
。
将
軍
其
図
之
。
」

と
説
い
た
が
、
哀
紹
は
つ
い
に
授
の
勧
め
を
受
け
入
れ
ず
、
曹
操

に
先
ん
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
哀
紹
は
「
曹
操

が
天
子
を
迎
え
て
許
に
都
し
、
河
南
の
地
を
収
め
て
、
関
中
が
皆

附
し
た
」
の
を
後
悔
し
、
「
曹
操
に
令
し
て
天
子
を
徒
し
て
頸
城

に
都
さ
せ
、
自
ら
も
天
子
に
近
づ
こ
う
」
と
し
た
が
、
曹
操
か
ら

拒
絶
さ
れ
た
。

後
漠
王
朝
の
崩
壊
は
誰
も
見
る
所
で
、
す
で
に
そ
の
実
体
は

消
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
な
お
残
っ
て
い
る
名
を
利
用
せ
ん

と
す
る
の
が
、
荀
或
．
氾
授
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
郭
図
ら
は
、
実
体
の
崩
壊
し
た
以
上
、
そ
の
持
っ
て
い
る
名
に

執
着
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
し
た
の
で
あ
り
、
衷
紹
が
最
初
は
氾

授
の
献
帝
迎
立
の
説
を
聞
い
て
「
此
吾
心
也
」
と
喜
び
な
が
ら
、

哀
術
か
ら
帝
号
を
帰
そ
う
と
言
わ
れ
て
、
「
陰
然
之
」
と
し
た
心

の
変
化
の
兆
し
が
、
哀
紹
の
行
動
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
な
お
咀
授
は
、
哀
紹
．
曹
操
の
官
渡
の
戦
い
の
際
に
も
、

「
…
…
宜
先
遣
使
献
捷
天
子
。
務
農
逸
民
。
若
不
得
通
。
乃
表

、
、
、
、
、
、

曹
氏
隔
我
王
路
。
然
後
進
屯
黎
陽
。
…
…
、
三
年
之
中
。
事
可

坐
定
也
。
」

「
蓋
救
乱
誅
暴
。
謂
之
義
兵
。
侍
衆
憑
弧
。
謂
之
瞬
兵
。
兵
義

無
敵
。
瞬
者
先
滅
。
曹
氏
迎
天
子
。
安
宮
許
都
。
今
与
師
南

向
。
於
義
則
違
…
…
今
棄
万
安
之
術
。
而
興
無
名
之
兵
。
窃
為

公
櫂
之
。

な
ど
と
言
い
、
曹
操
が
献
帝
を
許
に
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、
い
わ

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
識
し
て
意
見
を
述
べ

ば
勤
王
の

て
い
る
。

- 』

ノ‘

そ
れ
で
は
荀
或
な
り
咀
授
な
り
が
、
献
帝
を
自
陣
に
迎
え
、
自

軍
の
勢
力
が
強
大
に
な
っ
た
あ
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
う
考
え
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
咀
授
の
場
合
は
彼
の
意
見
は
採
用
さ
れ
ず
、

彼
自
身
も
官
渡
の
戦
後
曹
操
に
捕
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
全
く
知
る
事
が
で
き
な
い
が
、
荀
或
の
場
合
は
後
に
な
っ

て
(
―
―
―
―
一
年
）
、
曹
操
が
魏
公
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
を

受
け
る
か
否
か
を
ひ
そ
か
に
或
に
問
う
た
時
、

「
或
以
為
太
祖
本
興
義
兵
。
以
匡
朝
寧
国
。
乗
忠
貞
之
誠
。
守

退
譲
之
実
。
君
子
愛
人
以
徳
。
不
宜
如
此
。
」

と
し
た
の
で
、
曹
操
は
心
平
ぐ
能
わ
ず
、
つ
い
に
或
を
死
に
追
い

込
ん
だ
。
そ
し
て
或
が
死
ぬ
と
明
年
、
魏
公
に
進
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。
と
す
れ
ば
或
は
漠
朝
を
築
奪
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
孔
明
の
「
天
下
三
分
の
計
」
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う

か
。
こ
れ
は
現
実
の
分
析
か
ら
始
っ
て
、
将
来
の
見
通
し
に
い
た



る

ま

で

、

首

尾

策

で

あ

る

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

点

で
、
荀
或
．
涅
授
を
上
廻
る
。

孔
明
が
劉
備
に
「
三
顕
の
礼
」
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
「
草
廠

対
」
即
ち
「
天
下
三
分
の
策
」
を
献
じ
た
の
は
、
建
安
十
二
年

(―
1
0
七
）
の
事
で
あ
り
、
曹
操
が
献
帝
を
許
に
迎
え
て
か
ら
十
一

年
、
官
渡
の
戦
か
ら
数
え
て
七
年
後
で
あ
り
、
曹
操
に
よ
る
華
北

平
定
は
ほ
ぽ
完
成
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
曹
操
が
翼
•
青
・
幽
・

井
の
四
州
を
占
領
し
た
の
は
、
建
安
十
年
(
―
1
0
写
）
の
事
で
あ
る
。

し
か
も
江
東
に
目
を
移
す
と
、
孫
氏
に
よ
る
こ
の
地
域
の
支
配
は

ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
孔
明
は
天
下
は
も
は
や
統
一

よ
り
分
裂
に
向
っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
す
で
に
魯
粛
が
考
え
て
い
た
。
魯
粛
は
建

安
五
年
(
―
-
0
0
)
、
孫
権
が
兄
孫
策
の
死
に
よ
っ
て
、
孫
氏
の
頭
領

に
な
っ
た
時
に
、
権
の
部
下
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
初
め
て

孫
権
と
面
語
し
た
時
に
、

「
粛
窃
料
之
。
漠
室
不
可
復
興
。
曹
操
不
可
卒
除
。
為
将
軍

計
。
惟
有
鼎
足
江
東
。
以
観
天
下
之
磐
。
規
摸
如
此
゜
亦
自
無

姉
。
何
者
北
方
誠
多
務
也
。
因
其
多
務
。
動
除
黄
祖
。
進
伐
劉

表
。
党
長
江
所
極
゜
拠
而
有
之
。
然
後
建
号
帝
王
。
以
図
天

此
高
帝
之
業
也
。
」

つ
た

諸

葛

孔

明

っ
て
い
る
。
魯
粛
は
は
っ
き
り
と
漠
室
の
復
興
は
不
可
能
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
、
や
は
り
天
下
三
分
を
説
く
が
、
最
終
的
に
は

孫
氏
に
よ
る
天
下
統
一
を
考
え
る
。
し
か
も
魯
粛
は
孫
権
に
推
薦

し
た
の
は
周
珀
で
あ
る
が
、
魯
粛
が
孫
権
に
会
い
に
ゆ
く
前
に
周

喩
が
魯
粛
と
交
し
た
言
葉
の
中
に

「
吾
聞
。
先
哲
秘
論
。
承
運
代
劉
氏
者
。
必
興
於
東
南
。
推
歩

事
勢
。
当
其
歴
数
。
終
構
帝
基
。
以
協
天
符
。
」

と
あ
り
、
周
喩
|
|
彼
は
す
で
に
孫
策
の
時
代
か
ら
、
孫
氏
に
仕

え
て
い
た
が
ー
は
漠
の
減
亡
を
当
時
流
行
の
符
瑞
を
挙
げ
て
予

測
し
て
い
る
。
哀
術
に
通
ず
る
発
想
で
あ
る
。
そ
し
て
か
え
っ
て

孫
権
の
方
が

「
今
尽
カ
一
方
。
翼
以
輔
漠
耳
。
」

と
、
荀
或
．
氾
授
的
な
答
を
魯
粛
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
魯
粛
の
場
合
は
孔
明
よ
り
九
歳
の
年
長
で

あ
っ
た
事
も
あ
る
が
、
孫
権
と
い
う
主
君
を
得
て
、
そ
の
抱
負
を

実
行
に
移
す
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
孔
明
に
は
ま
だ

そ
の
機
会
は
な
か
っ
た
。
孔
明
が
住
ん
で
い
た
隆
中
は
荊
州
に
属

し
、
荊
州
の
牧
は
劉
表
で
あ
る
が

「
荊
州
…
…
此
用
武
之
国
。
而
其
主
（
劉
表
）
不
能
守
。
」

と
い
う
状
態
で
、
仕
う
る
に
足
り
る
人
物
と
は
、
孔
明
の
目
に
映

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
前
漢
景
帝
の
子
、
中
山
王
勝
の

， 
ノ‘



諸

葛

孔

明

子
孫
を
名
乗
る
劉
備
が
現
わ
れ
、
孔
明
を
礼
を
尽
し
て
迎
え
た
の

で
あ
る
か
ら
、
彼
れ
の
天
下
三
分
策
は
実
現
の
見
通
し
が
つ
い
た

上
に
、
劉
氏
に
よ
る
天
下
再
統
一
を
最
終
の
目
標
と
す
る
、
大
義

名
分
が
附
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

「
誠
如
是
則
覇
業
可
成
。
漠
室
可
興
突
。
」

と
い
う
の
が
、
天
下
三
分
策
の
結
び
の
言
葉
で
あ
る
。
魯
粛
の
立

場
が
哀
術
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
孔
明
の
そ
れ
は
劉
虞
擁
立
者

と
似
通
っ
て
く
る
。
以
後
劉
備
に
よ
る
天
下
再
統
一
が
、
彼
の
テ

ー
マ
と
な
る
。
出
師
表
に
も
、

「
当
奨
率
―
―
一
軍
。
北
定
中
原
。
庶
喝
駕
鈍
。
攘
除
奸
凶
。
興
復
漠

室
。
還
干
旧
都
、
此
臣
所
以
報
先
帝
。
而
忠
陛
下
之
職
分
也
。
」

と
い
っ
て
い
る
。

次
に
孔
明
は
政
治
家
の
理
想
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
物
を
脳

裏
に
描
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
蜀
志
五
「
諸
葛
亮
」
伝
に
は
、

「
亮
射
耕
朧
畝
。
好
為
梁
父
吟
。
身
長
八
尺
。
毎
自
比
於
管
仲

楽
毅
。
」

と
見
え
る
。
梁
父
吟
は
故
郷
山
東
の
民
謡
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

は
春
秋
末
、
斉
の
景
公
の
宰
相
晏
嬰
が
、
二
桃
を
も
っ
て
三
士
を

殺
し
、
斉
国
内
を
安
定
さ
せ
た
話
で
あ
る
と
い
う
。
管
仲
は
い
う

， 
ノ‘

ま
で
も
な
く
斉
の
桓
公
を
助
け
て
、
中
国
最
初
の
覇
者
た
ら
し
め

た
人
物
で
あ
り
、
彼
が
自
ら
を
王
者
の
佐
を
も
っ
て
任
じ
て
い
た

事
が
わ
か
る
。
そ
の
事
は
こ
れ
も
斐
注
引
「
魏
略
」
に
見
え
る
有

名
な
逸
話

「
亮
在
荊
州
。
以
建
安
初
。
与
穎
川
石
広
元
、
徐
元
直
、
汝
南

孟
公
威
倶
滸
学
。
…
…
毎
晨
夜
従
容
。
常
抱
膝
長
嘘
゜
而
謂
三

人
日
。
卿
諸
人
仕
進
可
至
郡
守
刺
史
也
。
三
人
問
其
所
志
゜
亮

但
笑
而
不
言
。
」

か
ら
も
分
る
。

楽
毅
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
。
戦
国
時
代
に
、
燕
の
昭
王

が
「
陳
よ
り
始
め
」
て
人
材
を
集
め
た
時
、
魏
か
ら
燕
に
赴
き
、

燕
の
将
軍
と
な
っ
て
斉
に
攻
め
込
み
、
斉
は
宮
と
即
墨
を
除
き
、

す
べ
て
燕
に
降
伏
し
て
し
ま
っ
た
。
斉
か
ら
み
れ
ば
憎
き
敵
将
と

な
る
の
に
、
何
故
孔
明
が
自
ら
を
楽
毅
に
比
し
た
の
か
。
同
じ
戦

国
時
代
の
将
軍
な
ら
ば
、
靡
頗
も
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
孔
明
の
「
出
師
表
」
と
楽
毅
の
「
報
燕
王
書
」
が
名

文
と
し
て
臣
子
た
る
も
の
の
鑑
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
れ
た
逸
話

で
は
な
か
ろ
う
か
。
滝
川
亀
太
郎
博
士
は

「
出
師
表
実
得
力
於
此
文
（
報
燕
王
書
）
尤
多
。
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
（
史
記
会
注
考
証
楽
毅
伝
）
ま
た
そ
う
し
た

こ
と
と
は
別
に
、
管
仲
．
晏
嬰
、
楽
毅
な
ど
は
、

―
つ
の
宰
相
・



将
軍
の
行
動
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
漠
以
来
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
取

上
げ
ら
れ
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
陳
寿
が

「
管
蓋
の
亜
匹
」
と
し
た
蒲
何
も
同
様
で
あ
る
。
現
に
呉
の
張
昭

は
甘
寧
か
ら

「
国
家
以
蒲
何
之
任
付
君
。
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
孔
明
と
同
時
代
人
が
、
孔
明
が
自
ら
を
管
仲
楽
毅
に

比
し
た
よ
う
に
、
自
ら
を
先
人
に
比
し
た
例
が
あ
る
か
と
い
う

と
、
曹
操
が
「
短
歌
行
」
の
中
で

「
周
公
吐
哺
。
天
下
帰
心
。
」

と
、
周
公
に
比
し
た
例
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
少
し
観
点
を
代
え
て
、
孔
明
が
後
主
劉
禅
に
送
っ
た
書
物

に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
一
般
に
他
人
に
書
物
を
推
薦
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
人
物
の
人
生
観
、
価
値
観
に
深
く
関
わ
る
と
思

う
か
ら
で
あ
る
。

「
諸
葛
亮
集
載
先
主
遣
詔
。
勅
後
主
日
。
…
…
可
読
漠
書
礼

記
。
閑
暇
歴
観
諸
子
及
六
餡
商
君
書
。
益
人
意
智
。
聞
丞
相
為

写
申
韓
管
子
六
鞘
一
通
。
已
畢
。
未
送
。
道
亡
。
可
自
更
求
聞

達。」

こ
の
前
半
は
劉
備
が
匝
接
劉
禅
に
読
む
こ
と
を
勧
め
た
も
の
で
あ

る
が
、
後
半
に
は
孔
明
が
劉
禅
の
た
め
に
書
写
し
た
も
の
の
リ
ス

諸

葛

孔

明

ト
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
べ
て
法
家
・
兵
家
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
点
劉
備
が
子
供
に
読
ま
せ
よ
う
と
し

た
も
の
も
、
六
餡
、
商
君
書
と
い
っ
た
法
家
・
兵
家
の
も
の
も
あ

る
が
、
漠
書
、
礼
記
そ
し
て
諸
子
と
広
い
方
面
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
を
さ
ら
に
曹
操
と
較
べ
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

「
典
論
帝
自
叙
曰
。
…
…
余
是
以
少
誦
詩
論
。
及
長
而
備
歴
五

経
四
部
史
漠
諸
子
百
家
之
言
。
靡
不
畢
覧
。
」

曹
操
は
息
子
の
曹
不
一
に
詩
経
、
論
語
を
先
ず
誦
さ
せ
、
長
ず
る
に

及
ん
で
五
経
、
史
記
、
漠
書
、
諸
子
百
家
か
ら
集
部
に
及
ぶ
ま

で
、
広
く
四
部
の
書
を
読
ま
せ
て
、
教
育
に
も
十
分
の
注
意
を
払

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
孫
権
は
呂
蒙
・
蒋
欽
に
読
書
を

勧
め
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
江
表
伝
日
。
初
（
孫
）
権
謂
（
呂
）
蒙
及
蒋
欽
日
。
…
…
孤

少
時
。
歴
詩
書
礼
記
左
伝
国
語
。
惟
不
読
易
。
至
統
事
以
来
。

省
三
史
諸
家
兵
書
。
自
為
大
有
所
益
。
…
…
宜
急
読
孫
子
六
餡

左
伝
国
語
及
三
史
…
…
。
」

こ
れ
は
孫
権
自
身
の
読
書
の
遍
歴
で
あ
る
と
同
時
に
、
呂
蒙
ら
に

読
書
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
備
・
孔
明
・
曹
操
と
比
較
し

た
場
合
、
細
い
点
で
は
出
入
り
が
あ
る
が
、
経
史
と
兵
家
の
書
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
そ
う
大
き
な
違
い
は
な

い
よ
う
に
思
う
。
孫
権
が
兄
の
孫
策
か
ら
、

六
四



諸

葛

孔

明

四

「
挙
賢
任
能
。
各
尽
其
心
。

（
孫
権
）
。
」

と
言
わ
れ
た
の
も
、

以
保
江
東
。

我
（
孫
策
）
不
如
卿

も
っ
と
も
な
よ
う
に
思
え
る
。

孔
明
が
劉

禅
に
送
ろ
う
と
し
た
も
の
が
、
法
家
・
兵
家
に
限
ら
れ
て
い
る
の

は
、
あ
る
程
度
彼
の
考
え
方
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
が
、
こ

れ
を
も
っ
て
孔
明
の
学
問
の
全
て
と
見
ら
れ
な
い
事
、
言
う
ま
で

も
あ
る
ま
い
。

な
お
蛇
足
を
加
え
れ
ば
、
呂
蒙
は
孫
権
か
ら
言
わ
れ
た
通
り
読

書
に
は
げ
ん
だ
の
で
、
魯
粛
か
ら

「
吾
謂
。
大
弟
但
有
武
略
耳
。
至
於
今
者
。
学
識
英
博
。
非
復

呉
下
阿
蒙
。
」

と
話
し
か
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

「
忠
信
を
主
と
せ
よ
」
「
信
な
く
ん
ば
立
た
ず
」

こ
れ
ら
は
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
が
、
政
治
家
に
と
っ
て
、
ま
ご
こ

ろ
を
つ
く
し
、
他
人
か
ら
信
頼
を
か
ち
と
る
こ
と
は
一
番
大
切
な

事
で
あ
る
。

忠
に
つ
い
て
は
「
出
師
表
」
の
一
文
に
つ
き
る
で
あ
ろ
う
か

ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い
。

孔
明
が
劉
備
を
始
め
と
し
て
蜀
の
人
の
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と

六
五

も
、
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
い
。
い
ま
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
れ

ば
、
第
一
に
劉
備
が
白
帝
城
に
お
い
て
没
せ
ん
と
す
る
時
、

「
君
才
十
倍
曹
不
一
。
必
能
安
国
。
終
定
大
事
。
若
嗣
子
可
輔
輔

之
。
如
其
不
オ
。
君
可
自
取
。
」

と
言
っ
た
の
は
孔
明
を
全
面
的
に
信
頼
し
て
の
言
で
あ
る
。
論
語

に
も
曽
子
の
し
て
、

「
曽
子
曰
。
可
以
託
六
尺
之
孤
。
可
以
寄
百
里
之
命
。
臨
大
節

而
不
可
奪
也
。
君
子
人
与
。
君
子
人
也
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
孔
明
は
君
子
人
と
し
て
評
価
さ
れ
、
信
頼
を
受

け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孔
明
は
沸
泣
し
て
っ

こ。
ュー

「
臣
敢
喝
股
肱
之
力
。
効
忠
貞
之
節
。
継
之
以
死
。
」

孔
明
の
「
忠
」
の
気
持
ち
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
張

昭
伝
」
を
見
る
と
、
孫
策
は
張
昭
に
弟
の
孫
権
の
輔
佐
を
頼
ん
だ

の
で
あ
る
が
、
斐
注
に
引
く
「
呉
歴
」
に
は

「
策
謂
昭
日
。
若
仲
謀
（
孫
権
）
不
任
事
者
。
君
便
自
取
之
。
」

と
見
え
、
劉
備
孔
明
と
同
じ
関
係
を
記
し
て
い
る
。
賢
オ
主
義
か

ら
出
発
し
て
、
こ
の
よ
う
な
言
を
発
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
「
君
便
自
取
之
」
と
い
っ
た
極
端
な
も
の
で
は
な
く
て

も
、
新
し
い
君
主
が
立
つ
と
、
必
ず
何
人
か
の
輔
佐
を
す
る
者
が

指
名
さ
れ
る
の
が
こ
の
時
期
の
通
例
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
劉
禅



即
位
の
場
合
も
、
諸
葛
孔
明
と
李
厳
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
呉

の
孫
権
の
時
に
は
張
昭
だ
け
が
指
名
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
周

喩
伝
に
は
、

「
策
斃
。
権
統
事
。
·
…
•
•
以
中
護
軍
与
長
史
張
昭
。
共
掌
衆

事。」

と
見
え
、
張
昭
・
周
喩
ら
が
先
ず
側
近
と
し
て
輔
佐
し
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
孫
権
は
死
に
際
し
て
皇
太
子
の
孫
亮
を
諸
葛
格
と
膝

胤
に
託
し
た
。

魏
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
曹
操
が
没
し
て
曹
不
一
が
即
位

し
た
時
に
は
、
特
に
輔
佐
役
を
指
名
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

曹
不
一
は
臨
終
に
あ
た
っ
て
中
軍
大
将
軍
曹
真
、
鎮
軍
大
将
軍
陳

箪
、
征
東
大
将
軍
曹
休
、
撫
軍
大
将
軍
司
馬
焚
の
四
人
に
遺
詔
し

て
明
帝
を
輔
佐
さ
せ
た
。
そ
し
て
明
帝
の
臨
終
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
の
輔
佐
者
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
大
将
軍
燕

王
の
曹
宇
、
領
軍
将
軍
夏
侯
献
、
武
衛
将
軍
曹
爽
、
屯
騎
校
尉
曹

肇
、
騎
騎
将
軍
秦
朗
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
結
局
は
曹
爽
と
司

馬
郊
の
二
人
が
斉
王
芳
を
輔
佐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
場
合
、
輔
政
者
の
間
か
ら
権
力
を
握
っ
て
国
政
を
左

右
す
る
も
の
が
現
れ
た
り
、
或
は
輔
政
者
間
の
対
立
が
起
こ
っ

て
、
国
力
を
衰
退
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
魏
の
場
合
、

司
馬
氏
が
実
力
を
握
っ
て
や
が
て
は
晋
朝
を
建
て
る
に
至
る
の
で

諸

葛

孔

明

と
こ
ろ
で
孔
明
と
李
厳
の
関
係
も
微
妙
で
あ
っ
た
。
斐
注
に
は

諸
葛
亮
集
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
諸
葛
亮
集
。
有
厳
与
亮
書
。
勧
亮
宜
受
九
錫
。
進
爵
称
王
。

亮
答
書
曰
。
吾
与
足
下
相
知
久
突
。
可
不
復
相
解
。
足
下
方
誨

以
光
国
。
戒
之
以
勿
拘
之
道
。
是
以
未
得
黙
已
。
吾
本
東
方
下

士
。
誤
用
於
先
帝
。
位
極
人
臣
。
禄
賜
百
億
。
今
討
賊
未
効
。

知
己
未
答
。
而
方
寵
斉
晋
。
坐
自
貴
大
。
非
其
義
也
。
若
減
魏

斬
叡
。
帝
還
故
居
。
与
諸
子
並
升
。
雖
十
命
可
受
。
況
於
九

邪。」
李
厳
は
孔
明
に
九
錫
を
受
け
、
王
を
称
せ
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
は
禅
誤
1
1
纂
奪
の
前
段
階
に
な
る
。
孔
明
は
勿
論
こ
れ

を
受
け
つ
け
ず
、
や
や
諧
調
を
も
う
け
て
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
そ

し
て
以
後
李
厳
は
孔
明
の
北
征
に
あ
た
っ
て
、
食
糧
の
補
給
を
命

ぜ
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に
違
反
す
る
な
ど
反
抗
的
態
度
を
取
る
こ

と
に
な
り
、
つ
い
に
廃
さ
れ
て
平
民
に
お
と
さ
れ
、
梓
滝
郡
に
徒

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

信
と
い
え
ば
「
泣
い
て
馬
陵
を
斬
り
」
、
自
ら
も
街
亭
の
戦
の

敗
北
の
責
を
取
っ
て
、
上
疏
し
て
「
自
貶
三
等
。
以
督
厭
咎
」
す

る
と
と
も
に
右
将
軍
行
丞
相
事
と
な
っ
て
、
信
を
つ
な
い
だ
の
で

あ
る
。

あ
る
。

六
六



諸

葛

孔

明

最
後
に
孔
明
の
内
政
・
外
交
は
つ
い
て
、
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
富
国
強
兵
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
三
国
鼎
立
の
折
か
ら
、

富
国
強
兵
は
至
上
命
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
蜀
漠
の
土
地
制
度

や
兵
制
な
ど
、
あ
ま
り
く
わ
し
い
事
は
分
っ
て
い
な
い
。

魏
は
屯
田
（
民
屯
及
び
軍
屯
）
を
施
行
し
て
、
農
業
生
産
力
の
増

大
を
図
っ
た
の
で
あ
る
が
、
蜀
も
孔
明
が
建
興
九
年
(
―
―
―
―
―
-
）
に

五

次
に
彼
れ
が
清
廉
を
も
っ
て
身
を
持
し
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ

て
お
こ
う
。
諸
葛
亮
伝
に
は
、

「
初
亮
自
表
後
主
日
。
成
都
有
桑
八
百
株
。
薄
田
十
五
頃
。
子

弟
衣
食
自
有
余
饒
。
至
於
臣
在
外
任
。
無
別
調
度
。
随
身
衣

食
。
悉
仰
於
官
。
不
別
治
生
。
以
長
尺
寸
。
若
臣
死
之
日
。
不

使
内
有
余
吊
。
外
有
嵐
財
。
以
負
陛
下
。
」

と
記
す
。
桑
田
八
百
株
、
薄
田
十
五
頃
と
い
う
の
が
、
果
し
て
ど

れ
位
の
財
産
に
な
る
か
は
、
よ
く
分
ら
な
い
が
、
晋
武
帝
の
占
田

課
田
制
の
下
に
あ
っ
て
は
、
十
五
頃
は
八
品
官
の
占
田
額
と
な
る

か
ら
、
丞
相
の
私
財
と
し
て
は
軽
少
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
彼
が
死
ん
だ
時
は
、
彼
の
い
う
通
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

な

お

清

廉

と

い

う

点

で

は

に

他

に

比

較

す

る

人

物

は
見
出
し
得
な
い
。

六
七

木
牛
、
十
二
年
(
-
壽
I
)

に
は
流
馬
を
作
り
食
料
の
供
給
を
図
っ

た
が
、
十
分
に
そ
の
効
果
が
現
れ
な
か
っ
た
の
で
、
渭
浜
の
地

（
魏
と
の
交
戦
地
域
）
に
屯
田
を
開
い
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
国
境
地
帯
に
お
け
る
軍
屯
で
あ
っ
て
、
蜀
全
体
に

広
げ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
川
の
地
は
す
で
に
先
秦
の
こ
ろ
よ
り
、
天
府
の
国
と
し
て
、

豊
か
な
土
地
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
此
の
地
の
特
産
品
と
し
て
、

塩
、
絹
織
物
、
漆
器
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

「
王
連
伝
」
に
は

「
遷
司
塩
校
尉
。
較
塩
鉄
之
利
。
利
入
甚
多
。
有
稗
国
用
。
」

「
呂
又
伝
」
に
は

「
先
主
定
益
州
。
似
塩
府
校
尉
。
較
塩
鉄
之
利
。
」

と
あ
り
、
塩
鉄
の
専
売
を
行
っ
て
、
国
家
財
政
に
稗
益
す
る
所
が

多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
張
裔
伝
」
に
は

「
為
司
金
中
郎
将
。
典
作
農
戦
之
器
。
」

と
あ
り
、
漠
の
エ
官
の
如
き
も
の
を
設
け
て
、
農
具
・
武
器
を
作

ら
せ
た
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
孔
明
の
指
樽
の
下
に
実
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
諸
葛
亮
集
」
に
は
、

「
今
民
貧
国
虚
。
決
戦
之
資
。
唯
仰
錦
耳
。
」

と
も
い
っ
て
い
る
。

兵
制
に
つ
い
て
も
、
魏
で
は
兵
戸
制
が
し
か
れ
、
呉
で
も
奉
邑



制
、
世
兵
制
な
ど
が
施
さ
れ
、
兵
士
の
供
給
に
は
兵
戸
が
設
け
ら

れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
蜀
に
つ
い
て
は
や
は
り
よ
く
分
ら
な
い
。

し
か
し
、
「
出
師
表
」
に
、

「
五
月
渡
濾
。
深
入
不
毛
。
今
南
方
已
定
。
兵
甲
已
足
。
」

と
あ
り
、
ま
た
「
華
陽
国
志
」
に
、

「
浩
陵
郡
。
蜀
丞
相
亮
発
其
勁
卒
三
千
人
。
為
連
弩
士
。
遂
移

家
漠
中
。
部
芝
移
其
豪
徐
閥
謝
苑
五
千
家
於
蜀
。
為
猟
射
官
。
」

「
移
南
中
勁
卒
青
莞
万
余
家
於
蜀
。
為
五
部
。
置
五
部
都
尉
。

今
其
顧
弱
。
配
大
姓
。
為
部
曲
。
」

と
あ
り
、
外
人
部
隊
も
活
躍
し
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
孔
明
の
人
材
登
用
の
原
則
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
よ
う
。
蜀

は
河
北
に
生
れ
た
劉
備
が
荊
州
に
移
り
こ
こ
で
勢
力
を
蓄
え
て
益

州
（
四
川
）
に
入
っ
て
来
た
の
で
、
そ
の
人
脈
も
張
飛
•
関
羽
・

趙
雲
の
よ
う
に
河
北
か
ら
備
に
従
っ
た
も
の
、
荊
州
時
代
に
配
下

に
入
っ
た
も
の
、
益
州
土
着
の
も
の
、
そ
れ
も
劉
焉
・
劉
障
の
部

下
で
あ
っ
た
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
複
雑
で
あ
る
。
孔
明
は

そ
れ
ら
を
和
合
さ
せ
な
が
ら
、
人
事
の
配
置
、
人
材
の
登
用
を
行

っ
た
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
才
能
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
「
出
師
表
」
に
も
、

「
親
賢
臣
。
遠
小
人
。
此
先
漠
所
以
興
隆
也
。
親
小
人
。
遠
賢

臣
。
此
後
漠
所
以
傾
頸
也
。
先
帝
在
時
。
毎
与
臣
論
此
事
。
未

諸

葛

孔

明

嘗
不
歎
息
痛
恨
於
桓
霊
也
。
」

と
あ
り
、
ま
た
表
中
に
取
り
挙
げ
た
人
物
（
郭
枚
之
、
費
樺
等
）
や

そ
れ
ら
の
人
物
へ
の
評
価
、
ま
た
彼
が
五
丈
原
に
お
け
る
臨
終
の

折
、
李
福
の
質
問
に
答
え
て
、
自
身
な
き
後
頼
る
べ
き
人
物
を
挙

げ
る
所
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
彼
が
気
を
つ
け
た
こ
と
は
信
賞
必
罰
で
あ
っ
た
。
馬
陵
を
斬

っ
た
こ
と
が
―
つ
の
有
名
な
実
例
で
あ
る
が
、
「
出
師
表
」
に
も

「
宮
中
府
中
。
倶
為
一
体
。
捗
罰
滅
否
。
不
宜
異
同
。
若
有
作

奸
犯
科
。
及
為
忠
善
者
。
宜
付
有
司
。
論
其
刑
賞
。
以
昭
陛
下

平
明
之
理
。
不
宜
偏
私
使
内
外
異
法
也
。
」

と
言
っ
て
い
る
。

最
後
に
外
交
で
あ
る
が
、
彼
れ
は
「
天
下
三
分
策
」
に
、

「
孫
権
拠
有
江
東
。
已
歴
三
世
。
国
険
而
民
附
。
賢
能
為
之

用
。
此
可
与
為
援
。
而
不
可
図
也
。
」

と
言
っ
て
以
来
、
一
貫
し
て
呉
と
は
同
盟
し
て
魏
に
当
る
べ
し
と

い
う
論
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
彼
の
す
ぐ
れ
た
政
治
家
と
し
て
の

資
質
の
一
で
あ
ろ
う
。

（
附
記
）
本
稿
作
成
に
当
っ
て
は
、
平
木
康
平
「
政
治
家
ー
ー
諸
葛
孔

明
（
加
地
伸
行
編
「
諸
葛
孔
明
の
世
界
」
新
人
物
往
来
社
）
を
参
考

に
す
る
こ
と
多
か
っ
た
。

（
京
都
女
子
大
学
教
授
）
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